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 蛍光ナノダイヤモンドを用いた細胞内温度計測は，光とマイクロ波を細胞試料に照射し, 窒

素欠陥（NV）中心の光検出磁気共鳴（ODMR）を読み取ることで可能になる。この操作を簡便か

つ迅速に行うために，我々はこれまでアンテナ集積化培養ディッシュを開発してきた。さらに培

養ディッシュ上でも広範囲にマイクロ波を照射できるようにアンテナ構造にはスプリットリング

共振器の概念を取り入れた構造を提案した（図 1A）[1]。この構造では片端のストリップライン導

波路を給電線として、共振器にマイクロ波を入力する。この構造でカバーガラス表面にナノダイ

ヤモンド をスピンコートして ODMR を計測したところ，実際にアンテナ内部にあるナノダイヤ

モンド の ODMR を検出できた。しかしながら、水をディッシュ内に入れた状況では ODMR を検

出する事ができなかった。 
今回は図 1B のような両端のストリップライン導波路を有する、対称性のあるアンテナ構造に

変更した。前回の構造との大きな変更点は，中心部のライン状のアンテナを伸ばし，マイクロ波

が通過できるようにしたことである。有限要素法によるシミュレーションでは，図１A の構造と

同様に、ライン構造アンテナと比較してスプリットリング内部でのマイクロ波の磁場の強度が大

きくなり，マイクロ波照射領域が 100 倍以上に拡大することが示された。実験では，ナノダイヤ

モンドをカバーガラスにスピンコートした状態でアンテナ内部の ODMR を検出できた。また，デ

ィッシュに水を加えた状態でもアンテナ内部の ODMR の検出に成功した。さらに，ディッシュ内

でHeLa細胞を培養し，細胞内にナノダイヤモンド を取り込ませた。これを用いて細胞内のODMR
の計測にも成功した（図 2）。講演では，デバイスの試作と細胞実験の詳細について説明する。 
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Figure 2. ODMR within a HeLa cell 

was measured with our new antenna. 
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Figure 1. We have changed the structure as shown above. 
This antenna with split ring resonator was etching on a cover 
slip.  
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